
 

 
 



 

 
 



通巻第100号８月号
2015年

月刊月刊月刊月刊

もくじ

知っておきたい精神保健福祉の動き　２

お知らせします　みんなねっとの活動　４

真澄こと葉のつれづれ日記（第 53 回）　34

みんなのわ―読者のページ　36

特集

家族会をひろげ元気にする家族相談活動
　　　　　　　　　―愛知の経験から（木全義治）　６

【連載⑤】
誰でもわかる認知行動療法《意欲を引き出す行動活性化》（大野　裕）　14

私と家族の手記
統合失調症の娘が教えてくれたこと（岡田久実子）　18

街の診療所からのお便り【連載 99】（増本茂樹）

・・・一般の人の労働条件を良くしないと障害者の労働条件も良くなりません・・・　22

トピックス（木戸義明）

障害年金　私の体験（その１）　
障害年金がさかのぼって５年間しか支給されないのは誤った運用という問題について　26

メンタル障害をサポートするための知識―薬物療法を正しく理解する●連載13（姫井昭男）

第２章「精神科の薬」の働き〈６〉　30

【表紙の絵】織田信生



みんなねっと 2015 年８月号　 2 

■
障
害
者
政
策
委
員
会

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
の
開

催
（
６
月
１
日
）

　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
の

２
回
目
の
開
催
で
す
。
こ
れ
で
、
こ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
応
お
わ
り
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
家
族
な
ど
に

関
す
る
主
な
論
点
は
、
次
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
医
療
保
護
入
院
に
つ
い
て
の
家
族

の
同
意
権
限
。

②
長
期
入
院
者
の
地
域
移
行
に
は
、

家
族
関
係
の
整
理
、
家
族
負
担
の
軽

減
、
患
者
本
人
に
対
す
る
支
援
と
家

族
に
対
す
る
支
援
が
必
要
。

③
24
時
間
、
３
６
５
日
の
訪
問
支
援

は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
財
源
を
確

保
し
、
政
策
と
し
て
実
現
す
る
。

④
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
。

特
に
、
高
齢
化
に
よ
る
障
害
の
重
複

化
の
予
防
を
留
意
す
る
。

⑤
精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
方
向
性
と
し
て
、
地

域
で
必
要
な
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

を
確
保
す
る
。

⑥
日
本
の
精
神
科
医
療
は
、
政
策
ミ

ス
で
あ
る
。

　

次
に
、
当
事
者
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大

阪
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
副
代
表
の

山
本
深
雪
さ
ん
（
参
考
人
）
か
ら
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。山
本
さ
ん
は
、

「
一
律
管
理
か
ら
個
別
支
援
へ
確
実

に
転
換
す
る
た
め
に
、
外
部
か
ら
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
」
と
し
て
、
①
隔
離
・

拘
束
を
最
小
限
に
す
る
チ
ェ
ッ
ク
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
血
管
へ
の
負
担
に

よ
り
、
拘
束
中
に
死
亡
す
る
例
は
後

を
絶
た
な
い
。
②
診
察
の
折
、
落
ち

着
い
て
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
。

③
入
院
中
の
管
理
の
ま
な
ざ
し
と
閉

ざ
さ
れ
た
空
気
の
空
間
、
と
発
言
。

　

必
要
な
こ
と
と
し
て
、
①
適
切
な

人
材
の
確
保
。
②
入
院
患
者
に
対
す

る
権
利
擁
護
官
の
制
度
が
必
要
。
③

外
部
の
第
三
者
の
訪
問
の
あ
る
病
棟

に
す
る
。
等
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
６
月
29
日
に
親
会
で
あ
る

第
22
回
政
策
委
員
会
が
開
か
れ
ま
す
。

（
文
・
顧
問
川
﨑
）

■
社
保
審
障
害
者
部
会
報
告

　
【
第
62
回
】（
５
月
29
日
）

　

第
62
回
か
ら
65
回
の
４
回
は
４
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
第

知
っ
て
お
き
た
い

精
神
保
健
福
祉
の
動
き



3 　 精神保健福祉の動き

１
回
で
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
、
全

日
本
難
聴
者
・
中
途
失
調
者
団
体
連

合
会
、
全
国
盲
ろ
う
者
協
会
、
全
国

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
、
日
本

看
護
協
会
、日
本
精
神
科
病
院
協
会
、

全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、

全
国
就
労
移
行
支
援
事
業
所
連
絡
協

議
会
、
全
国
就
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
の
10
団
体
か
ら

障
害
者
総
合
支
援
法
附
則
に
お
け
る

見
直
し
規
定
等
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
お
こ
な
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
事
前
に
論
点
整
理
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て

各
団
体
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
部
会

委
員
が
質
問
を
す
る
形
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
当
会
も
、第
３
回
目（
第

64
回
）
で
意
見
表
明
を
す
る
機
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、
発
言
に
対
し
、
次

の
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
「『
労
働
施
策
等
の
福
祉
施
策
以
外

と
の
連
携
』
と
し
て
労
働
行
政
の
既

存
の
給
付
金
（
特
定
求
職
者
雇
用
開

発
助
成
金
等
）
に
つ
い
て
、
支
給
方

法
や
対
象
を
見
直
し
、
所
得
補
償
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
」（
全
国

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
）
と
意

見
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題

は
、
労
働
行
政
に
お
け
る
障
害
の
定

義
障
害
者
の
範
囲
と
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
お
け
る
障
害
者
の
定
義
、

範
囲
障
害
者
基
本
法
に
お
け
る
定
義

範
囲
、
更
に
は
障
害
年
金
に
お
け
る

等
級
等
範
囲
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
就
労
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
の
等
級
が
下

が
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、精
神
・

知
的
・
発
達
障
害
の
定
義
・
範
囲
を

有
期
と
と
ら
え
て
い
る
た
め
で
あ

り
、
こ
の
際
障
害
の
定
義
・
範
囲
が

整
合
性
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
時
間

を
か
け
て
議
論
す
べ
き
で
な
い
か
。

と
発
言
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
当
会
な
ど
の
委
員
が
意
見

表
明
す
る
場
で
は
な
い
た
め
、
厚
生

労
働
省
か
ら
、「
障
害
の
定
義
・
範
囲

に
つ
い
て
は
論
点
整
理
に
挙
げ
て
あ

る
」
と
い
う
趣
旨
の
回
答
が
あ
っ
た

の
み
で
す
が
、
第
64
回
で
意
見
表
明

の
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
精
神
障

害
と
身
体
障
害
者
等
と
の
障
害
種
別

間
格
差
に
つ
い
て
追
っ
て
意
見
表
明

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
【
第
63
回
】（
６
月
２
日
）

　

第
63
回
も
、
第
62
回
に
引
き
続
き

関
係
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
し

た
。
今
回
は
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
協
会
、
全
国
脊
椎
損
傷
者
連
合



みんなねっと 2015 年８月号　 4 

会
、
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
、
日
本
知
的

障
害
者
福
祉
協
会
、
全
国
身
体
障
害

者
施
設
協
議
会
、
全
国
地
域
生
活
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
相
談
支
援

専
門
員
協
会
、
障
害
の
あ
る
人
と
援

助
者
で
作
る
日
本
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

学
会
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
、
全
国
自

立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
10

団
体
が
参
加
し
意
見
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
協
会
か
ら
「
家
族
介
護
手
当

の
創
設
、
家
族
ヘ
ル
パ
ー
の
有
償
化

に
よ
る
所
得
補
償
制
度
の
創
設
」
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
精
神
障
害
者

家
族
の
抱
え
る
問
題
と
も
共
通
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
以
下
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

　
「
家
族
を
有
給
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、

雇
用
す
る
と
の
意
見
だ
が
、
そ
の
財

源
に
対
す
る
方
策
は
？　

そ
れ
と

も
、
確
か
に
費
用
は
発
生
す
る
が
、

働
け
な
い
こ
と
に
よ
る
家
計
の
損

失
、
社
会
の
経
済
的
損
失
を
考
え
れ

ば
、
雇
用
を
創
出
し
、
経
済
効
果
を

生
む
と
い
う
お
考
え
か
？
」

　

答
弁
は
「
家
族
が
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
け
ば
、そ
れ
だ
け
で
倍
増
す
る
。

余
分
な
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
有

効
に
財
源
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
ま

た
家
族
だ
か
ら
介
護
の
仕
方
を
知ち
し
つ悉

し
て
い
て
適
切
な
介
護
が
で
き
る
」

　

こ
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
は
部
会

長
か
ら
「
当
委
員
会
と
し
て
も
皆
様

の
ご
意
見
を
国
民
の
皆
様
に
共
有
し

て
い
た
だ
い
て
、
障
害
者
の
皆
様
の

抱
え
る
不
条
理
を
少
し
で
も
理
解
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
種
の
資

料
が
あ
れ
ば
ご
提
示
願
い
た
い
」
と

の
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
文
・
理
事
長
本
條
）

■
平
成
27
年
度
定
期
総
会
を
開
催

　

６
月
25
日
（
木
）
に
平
成
27
年
度

公
益
社
団
法
人
全
国
精
神
保
健
福
祉

会
連
合
会
定
期
総
会
が
、
池
袋
セ
ミ

ナ
ー
学
院
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ぼ
全
員
に
近
い
役
員
と
正
会
員
が

出
席
さ
れ
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
別
決
議
で
翌
日
の
26

日
の
会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
後
に
、

「
精
神
障
が
い
者
へ
他
障
害
同
等
の

交
通
運
賃
割
引
の
適
用
を
求
め
る
全

国
運
動
」
の
一
環
と
し
て
「
中
央
行

動
」
を
お
こ
な
い
、
国
会
議
員
や
Ｊ

Ｒ
な
ど
の
交
通
運
輸
会
社
へ
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
詳
細

は
、次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動
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■
家
族
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

よ
り

　
「
英
国
メ
リ
デ
ン
版
訪
問
家
族
支

援
」の
日
本
で
の
導
入
実
現
に
向
け

て
、６
月
15
日
～
19
日
の
５
日
間
、５

名
の
受
講
者
が
英
国
へ
行
き
、
基
礎

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
い
た
し
ま

し
た
。

　

受
講
者
は
、
家
族
支
援
に
対
す
る

髙
い
志
を
持
っ
て
受
講
に
臨
み
、
家

族
支
援
の
必
要
性
と
求
め
ら
れ
る
家

族
支
援
の
技
術
に
つ
い
て
の
普
及
へ

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
動
き
の
第
一
報
と
し

て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
み
ん
な
ね
っ
と
全
国
大
会（
福
岡

大
会
）で
の
薬
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

全
国
大
会
（
福
岡
大
会
）
で
は
、

９
月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
会
場
内

の
展
示
ブ
ー
ス
に
「
薬
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
ま
す
。
薬
の
専
門
家

薬
剤
師
の
先
生
が
相
談
に
対
応
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
聞
い
て
み
た

い
こ
と
、
心
配
な
事
な
ど
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
、
本

人
、家
族
な
ど
、ど
な
た
で
も
相
談
で

き
ま
す
。
服
薬
内
容
の
メ
モ
が
あ
れ

ば
な
お
い
い
で
す
ね
。
お
気
軽
に
相

談
コ
ー
ナ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
第
７
回
兄
弟
姉
妹
全
国
交
流
会
in 

東
京
～
わ
た
し
た
ち
の
歩
み
、
誰
に
も

語
る
こ
と
の
で
き
な
い
心
を
開
い
て
～

☆
日
程
：
平
成
27
年
９
月
22
日（
火
）

13
時 

～
23
日
（
水
）
12
時

☆
開
催（
宿
泊
）場
所
：
戸
山
サ
ン
ラ

イ
ズ（
全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☆
内
容
：
22
日　

記
念
講
演
「
統
合

失
調
症
治
療
の
最
前
線
と
き
ょ
う
だ

い
支
援
」
糸
川
昌
成
氏
、
分
科
会
、

23
日  

松
本
ハ
ウ
ス
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
統
合
失
調
症
が
や
っ
て
き
た
」
他

☆
対
象
・
定
員
：
き
ょ
う
だ
い
（
義

理
含
む
）
の
立
場
の
方
１
０
０
名

☆
参
加
費
：
１
泊
２
日
一
万
五
千

円
、懇
親
会
ま
で
参
加
九
千
五
百
円
、

日
中
の
み
三
千
円

☆
申
込
方
法
：
東
京
兄
弟
姉
妹
の
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://tokyokyoudaisim

ai.
com

/zenkoku/

よ
り
お
申
込
下
さ
い
。

☆
申
込
締
切
：
７
月
31
日
（
金
）
→

二
次
締
切
：
８
月
14
日（
金
）ま
で
延
長

☆
主
催
・
問
合
せ
：
東
京
兄
弟
姉
妹
の
会

tokyokyoudaisim
ai@

yahoo.co.jp  

（
事
務
局
）TEL090-6111-7746

渡
辺

お
知
ら
せ
＆

ご
案
内
コ
ー
ナ
ー
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家
族
会
を
ひ
ろ
げ
元
気
に
す
る

家
族
相
談
活
動

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
副
理
事
長

愛
知
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
会
長

木
全
義
治 特

集

今
月
は
、
家
族
会
が
お
こ
な
っ
て
い
る
家
族
相
談
活
動

に
つ
い
て
特
集
い
た
し
ま
す
。
全
国
の
都
道
府
県
、
指

定
都
市
、
中
核
市
で
は
、「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
の

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
家
族
が
お
こ
な
う
家
族
相
談
）

を
自
治
体
に
要
望
す
る
こ
と
で
、
家
族
相
談
活
動
に
予

算
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
特
集
は
、
そ
う

し
た
家
族
相
談
活
動
を
全
国
的
規
模
で
展
開
し
て
家
族

会
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
家
族
会
の
相
談
活
動
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
、

愛
知
県
で
の
事
例
を
も
と
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

―
愛
知
の
経
験
か
ら
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無
支
援
状
態
で
孤
立
す
る
家
族

　

別
表
（
本
誌
13
頁
）
は
全
国
の
家

族
会
で
実
施
し
て
い
る
家
族
相
談
窓

口
の
案
内
で
す
。

　

多
く
の
家
族
会
で
は
、
家
族
が
家

族
相
談
員
の
研
修
を
受
け
て
相
談
活

動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
（
こ
の
別
表

は
調
査
途
中
の
た
め
、
全
国
全
部
を

網
羅
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
追
加
が
あ
れ
ば
追
っ
て
掲
載
し

て
い
き
ま
す
）。

　

家
族
会
員
数
は
精
神
保
健
福
祉
手

帳
所
持
者
数
か
ら
み
る
と
約
２
％
と

僅
か
で
す
。
圧
倒
的
多
数
の
家
族
が

無
支
援
状
態
の
も
と
で
、
孤
立
し
、

放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

現
に
、
愛
知
県
で
家
族
相
談
を
活

発
に
実
施
し
て
い
る
愛
知
県
精
神
障

害
者
家
族
会
連
合
会
（
以
下
、
愛
家

連
と
い
う
）、
名
古
屋
市
や
安
城
市
、

一
宮
市
の
家
族
会
の
報
告
で
は
、
相

談
者
の
85
％
以
上
が
、
家
族
会
員
以

外
の
家
族
の
方
々
で
す
。

家
族
に
よ
る
家
族
相
談
の
強
み

　

近
年
は
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、計
画
相
談
、

一
般
相
談
な
ど
相
談
窓
口
が
多
様
化

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
精
神
障
が
い
分

野
は
、
病
気
や
障
害
に
対
す
る
内
な

る
偏
見
も
あ
り
、
誰
と
も
相
談
で
き

ず
、
家
族
だ
け
で
抱
え
込
む
傾
向
は

依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
勇
気
を
出
し
て
保
健
所
や

相
談
事
業
所
を
訪
れ
て
も
「
紋
切
り

型
の
対
応
だ
っ
た
」「
き
れ
い
ご
と

で
終
わ
っ
た
」「
虚
し
さ
を
感
じ
た
」

と
い
う
相
談
者
の
声
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

家
族
に
よ
る
家
族
相
談
は
、
同
じ

悩
み
苦
し
み
を
体
験
し
て
い
る
仲
間

だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
、
分
か
り

合
え
る
、
安
心
し
て
話
が
で
き
る
関

係
に
あ
り
ま
す
。

　

専
門
職
に
よ
る
相
談
と
は
違
っ

て
、
家
族
相
談
活
動
の
「
強
み
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

面
会
相
談
を
す
れ
ば 

家
族
会
員
は
確
実
に
増
え
る

　

電
話
相
談
は
、
相
談
者
の
顔
が
判

ら
な
い
た
め
相
談
内
容
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
前
述
の
愛
家
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連
、名
古
屋
市
、安
城
市
、一
宮
市
の

家
族
相
談
で
は「
一
度
こ
ち
ら
へ
相

談
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
」と

面
会
相
談
に
繋
げ
、
相
談
支
援
活
動

を
通
し
て
家
族
会
員
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
名
古

屋
市
で
は
98
名
の
方
々
が
家
族
会
に

入
会
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
家
族
会
で
は
、「
面
会

相
談
を
す
れ
ば
家
族
会
員
は
確
実
に

増
え
る
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

家
族
会
員
が
増
え
れ
ば 

家
族
会
に
変
化
が
生
ま
れ
る

　

新
し
い
会
員
は
マ
ン
ネ
リ
気
味

だ
っ
た
家
族
会
に
刺
激
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
会
員
は
、
総
じ
て
病
気
や

障
が
い
の
理
解
が
乏
し
く
様
々
な
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は

い
つ
も
支
え
て
も
ら
う
側
に
い
た
家

族
会
員
が
、
新
し
い
家
族
を
支
え
る

側
に
回
り
ま
す
。
自
分
も
人
の
役
に

立
て
る
と
い
う
喜
び
を
実
感
し
て
い

き
ま
す
。
家
族
会
に
こ
う
し
た
変
化

が
生
ま
れ
る
と
、
不
安
な
が
ら
も
役

員
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
家
族
が
現

れ
て
き
ま
す
。

　

名
古
屋
市
家
族
会
連
合
会（
以
下
、

名
家
連
）の
16
家
族
会
で
は
、
こ
の

間
、
10
名
の
会
長
が
交
代
し
、
新
た

な
担
い
手
が
登
場
し
て
き
て
い
ま

す
。

電
話
相
談
員
と
面
会
相
談
員

　

家
族
に
よ
る
電
話
相
談
は
、
決
し

て
専
門
知
識
が
あ
る
人
達
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
種
の
家
族
相
談
員
養
成

研
修
会
を
受
講
し
た
家
族
な
ら
誰
で

も
相
談
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

面
会
相
談
員
は
、
保
健
所
や
相
談

事
業
所
、
福
祉
事
務
所
、
年
金
機
構
、

医
療
機
関
、
役
所
な
ど
へ
同
行
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
愛
家
連
や
名
家
連
の
理

事
及
び
各
家
族
会
の
会
長
な
ど
、
経

験
豊
富
な
方
々
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
労
務
士
や
地
元

家
族
会
員
が
同
席
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

最
近
の
相
談《
事
例
１
》

相
談
者
Ａ
さ
ん
：
40
歳
の
息
子
で
す
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が
、
最
近
仕
事
に
も
行
か
な
い
し
、

家
で
は
主
人
と
息
子
が
言
い
争
っ
て

ば
か
り
だ
し
、「
地
獄
の
日
々
」で
す
。

相
談
員
：
「
息
子
さ
ん
は
精
神
疾
患

で
は
な
い
か
？
」
と
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

相
談
者
Ａ
さ
ん
：
私
は
そ
う
思
う
の

で
す
が
、
主
人
は
た
だ
怠
け
て
い
る

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
も
医
者
に
か
か
る
こ
と
は
否
定
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
息
子

は
医
者
に
行
く
こ
と
に
は
断
固
拒
否

し
て
い
ま
す
。

相
談
員
：
一
度
ゆ
っ
く
り
と
お
会
い

さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
す
の
で
、
そ

の
Ｆ
さ
ん
に
同
席
し
て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

相
談
者
Ａ
さ
ん
：
お
願
い
し
ま
す（
そ

の
後
、
Ａ
さ
ん
は
家
族
会
に
入
会
）。

そ
の
後
の
経
過
：
１
年
後
に
医
療
に

繋
が
り
、
２
か
月
入
院
し
、
退
院
後

は
自
宅
療
養
中
。
家
族
会
例
会
に
は

い
つ
も
２
人
一
緒
で
す
。

（
な
お
Ｆ
さ
ん
は
、
半
年
で
医
療
に

繋
が
り
３
カ
月
入
院
、
現
在
、
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
に
通
所
）

最
近
の
相
談《
事
例
２
》

相
談
者
Ｂ
さ
ん
：
統
合
失
調
症
の
兄

の
こ
と
で
相
談
で
す
。
私
は
妹
で
別

の
と
こ
ろ
で
夫
と
子
供
と
一
緒
に
生

活
し
て
い
ま
す
。

し
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
際
、「
駄
目
も
と
」で
も
、

旦
那
さ
ん
に
同
席
を
お
願
い

し
て
下
さ
い
。

相
談
者
Ａ
さ
ん
：
わ
か
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

相
談
員
：
最
近
、
本
当
に
お

宅
と
よ
く
似
た
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
や
は
り
夫
婦
で

協
力
し
て
医
療
に
繋
げ
た
Ｆ
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障
害
年
金
の
相
談
で
す
。父
は「
障

害
年
金
の
必
要
は
な
い
」
と
言
い
ま

す
が
、
生
活
費
か
ら
小
遣
い
ま
で
親

の
世
話
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
兄
は
い
つ
も
父
の
顔
色
ば
か
り

見
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
兄
の
自
立
の
た
め
に
も
障
害
年

金
を
申
請
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
間
違
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

相
談
員
：
あ
な
た
は
間
違
っ
て
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
障
害
年
金
は
家

庭
に
余
裕
が
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
な
く

て
も
よ
い
と
い
う
考
え
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
老
齢
年
金
は
ど
ん
な

に
豊
か
な
人
で
も
み
ん
な
も
ら
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。

相
談
者
Ｂ
さ
ん
：
私
の
考
え
は
、
間

違
っ
て
い
な
い
の
で
す
ね
。

相
談
員
：
お
父
さ
ん
の
考
え
は
、
す

ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か

ら
、
あ
な
た
が
ま
ず
、
家
族
会
に
来

て
相
談
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
年
金
手
続
き
の
相
談
に
乗
り
ま

す
よ
。地
元
の
家
族
会
が
い
や
な
ら
、

こ
の
事
務
所
は
名
古
屋
で
す
が
、
こ

こ
へ
来
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い
で
す

よ
。

相
談
者
Ｂ
さ
ん
：
地
元
で
結
構
で
す

か
ら
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
：
電
話
番
号
と
名
前
を
言
い

ま
す
が
、
こ
う
い
う
相
談
は
相
性
と

い
う
も
の
が
あ
る
の
で
、
合
わ
な
い

と
思
っ
た
ら
再
度
こ
こ
へ
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
隣
の
町
の
家
族
会
を
紹

介
し
ま
す
し
、
こ
こ
へ
来
て
い
た
だ

い
て
も
よ
い
で
す
よ
。

そ
の
後
の
経
過
：
数
か
月
後
、「
家

族
が
家
族
会
に
入
会
し
た
こ
と
や
最

近
作
業
所
へ
通
所
し
て
い
る
と
い
う

連
絡
が
家
族
会
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

家
族
会
の
例
会
に
は
、
相
談
の
あ
っ

た
妹
さ
ん
で
は
な
く
、
お
父
さ
ん
が

来
て
い
る
そ
う
で
す
。

最
近
の
相
談《
事
例
３
》

相
談
者
Ｃ
さ
ん
：
私
は
85
歳
で
す
。

53
歳
の
統
合
失
調
症
の
息
子
の
こ
と

で
す
が
、今
ま
で
順
調
に
来
て
い
て
、

調
子
が
よ
く
な
っ
て
き
た
の
で
喜
ん

で
い
た
の
で
す
が
、
最
近
「
も
う
自

分
は
治
っ
た
」
と
言
っ
て
薬
を
飲
ま

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ

う
し
た
ら
お
か
し
く
な
っ
て
き
て

…
。

　

保
健
所
や
地
域
の
相
談
支
援
事
業

所
に
も
相
談
し
ま
し
た
。
町
役
場
へ
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も
行
っ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
も
話
は

聞
い
て
は
く
れ
る
の
で
す
が
、
具
体

的
に
は
何
も
役
に
立
っ
て
く
れ
な
い

ん
で
す
。
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん

で
し
ょ
う
か
ね
え
。

相
談
員
：
こ
の
事
務
所
へ
こ
ら
れ
ま

せ
ん
か
。

相
談
者
Ｃ
さ
ん
：
足
が
悪
く
て
ね
。

相
談
員
：
お
宅
へ
、
地
元
家
族
会
の

人
を
伺
わ
せ
ま
し
ょ
う
か
。

相
談
者
Ｃ
さ
ん
：
そ
れ
は
あ
り
が
た

い
、
誰
か
来
て
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

そ
の
後
の
経
過
：
地
元
の
家
族
会
長

に
訪
問
を
依
頼
を
し
て
、
愛
知
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
も
電
話
し

ま
し
た
。
翌
日
、
地
元
の
家
族
会
会

長
が
自
宅
へ
連
絡
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
す
で
に
県
の
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
元
保
健
所
を

通
じ
て
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

話
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
家
族
会
例
会
の
話
に
よ
る

と
、
Ｃ
さ
ん
は
、
か
つ
て
お
母
さ
ん

が
家
族
会
に
入
っ
て
お
り
、
当
事
者

本
人
は
作
業
所
に
も
来
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
人
が
い
ま
し

た
。
多
分
お
母
さ
ん
の
体
調
が
悪
く

な
っ
て
家
族
会
か
ら
離
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

障
害
年
金
・
手
帳
受
給
な
ど 

実
利
実
益
の
支
援
活
動
が
大
切

　

電
話
相
談
で
は
、
障
害
年
金
や
手

帳
受
給
に
つ
い
て
、
必
ず
尋
ね
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

愛
家
連
（
名
古
屋
市
を
含
む
）
で

は
、
こ
の
間
、
障
害
年
金
に
力
を
注

ぎ
、
過
去
６
年
間
で
１
４
０
名
を
超

え
る
方
々
の
受
給
支
援
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
名
古
屋
で
は
障
害
年
金

受
給
者
は
95
名
、
家
族
会
入
会
者
が

98
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
帳
３
級
を
２
級
に
等
級

変
更
（
額
改
定
請
求
）
す
れ
ば
、
医

療
費
が
全
科
無
料
と
な
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
実
利
実
益
の
家
族
支
援
が

家
族
会
入
会
の
決
め
手
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

多
く
の
家
族
は
、
障
害
年
金
の
内

容
や
手
続
き
を
知
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

知
っ
た
場
合
で
も
、
多
く
は
医
療

機
関
に
委
ね
、
不
支
給
通
知
が
届
け

ば
諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
態
は
、
障
害
状
態
な
ど
が
正
し
く

診
断
書
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
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ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

厚
生
年
金
な
ど
の
額
改
定
請
求
の

情
報
も
な
く
就
労
困
難
な
状
態
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
級
の
ま
ま
で

長
い
間
、
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
当
事
者
は
医
療
機
関
と

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
事
業
所
へ

通
所
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。何
故
、

患
者
や
利
用
者
の
生
活
に
直
結
す
る

障
害
年
金
の
情
報
が
届
け
ら
れ
な
い

の
か
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

困
難
事
例
や
遡そ

き
ゅ
う及

請
求
（
さ
か
の

ぼ
っ
て
請
求
す
る
）、
不
服
審
査
請

求
な
ど
は
、
障
害
年
金
専
門
の
社
会

保
険
労
務
士
を
紹
介
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

家
族
相
談
活
動
で
大
切
な
こ
と

　

相
談
活
動
に
お
け
る
家
族
支
援
と

は
相
談
者
を
「
支
援
者
に
繋
ぐ
」「
家

族
会
に
繋
ぐ
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
は
相
談
活
動
を
評
価
す
る

基
準
と
し
て
、
家
族
会
へ
何
人
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
た
か
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
し
た
け
れ
ど
、
家
族
会

に
入
会
す
る
努
力
を
怠
っ
て
い
て
は

家
族
に
よ
る
家
族
相
談
活
動
の
真
の

意
義
が
薄
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
通
知
に
基
づ
き 

家
族
ピ
ア
相
談
事
業
の
予
算
化
を

　

昨
年
６
月
10
日
付
で
都
道
府
県
知

事
、
指
定
都
市
市
長
、
中
核
市
市
長

宛
に
通
知
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の

「
地
域
生
活
支
援
事
業
実
施
要
綱
」

で
は
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
必
須

事
業
と
し
、
国
も
補
助
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
で
は
、
家
族
会
の
要
求

で
４
１
１
万
円
の
家
族
相
談
事
業
予

算
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
に
お
い
て
も
、
新
規
事
業

と
し
て
１
４
５
万
円
の
家
族
相
談
事

業
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知

県
、
名
古
屋
市
の
ど
ち
ら
も
二
分
の

一 

は
国
か
ら
の
お
金
で
す
。　

　

一
宮
市
で
は
、
昨
年
よ
り
部
屋
と

電
話
を
確
保
し
て
は
じ
め
て
い
ま

す
。
１
年
間
で
３
５
０
件
の
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
部
屋
は
会
員
の
「
新

し
い
楽
し
い
居
場
所
」
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
行
政
の
助
成

金
も
出
る
見
通
し
で
す
。　

（
き
ま
た　

よ
し
は
る
）
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自
治
体

名
称

開
催
日

開
催
時
間

相
談
電
話
番
号

北
海
道

北
海
道
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会

月
～
金
曜

10
：
00
～
17
：
00

011-756-0822

秋
田
県

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

第
３
金
曜

10
：
00
～
15
：
00

018-864-5011

（
県
連
問
合
せ
先
）

福
島
県

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

未
実
地

茨
城
県

茨
城
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

未
実
地

栃
木
県

栃
木
精
神
保
健
福
祉
会

毎
週
水
曜･

毎
月
第
２
土

曜

水
曜
・
10
：
00
～
15
：
00

土
曜
・
13
：
30
～
15
：
30

028-673-8404

東
京
都

東
京
都
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

毎
週
水
曜
（
祝
祭
日
除
く
）
11
：
00
～
16
：
00

03-3304-1334

神
奈
川
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
じ
ん
か
れ
ん

毎
週
水
曜

10
：
00
～
16
：
00

第
３
水
・
13
：
00
～
16
：
00

045-821-8796

川
崎
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

あ
や
め
会

（
川
崎
市
精
神
障
害
者
家
族
会
）

毎
週
月
・
金
（
祝
祭
日
除

く
）

10
：
00
～
16
：
00

044-813-4555

新
潟

新
潟
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

未
実
施

愛
知
県

愛
知
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

月
～
金
曜
（
祝
祭
日
除
く
）
９
：
30
～
15
：
30

052-265-9213

名
古
屋
市

名
古
屋
市
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

名
古
屋
市
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
総
合
事
業

火･

土
曜

面
接
相
談
：
木
曜

10
：
00
～
15
：
00

052-842-8878

三
重
県

三
重
県
精
神
保
健
福
祉
会

火･

木
曜

10
：
00
～
16
：
00

059-271-5808

和
歌
山
県

和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
家
族
会
連

合
会

毎
週
火
曜
（
祝
祭
日
除
く
） 

面
談
相
談
も
同
じ

10
：
00
～
15
：
00

0737-52-3221

（
内
線161

）

奈
良

奈
良
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

月
、
金
曜

10
：
30
～
15
：
00

0742-51-5506

滋
賀
県

滋
賀
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

水
～
日
曜

随
時
予
約

077-575-5648

石
川
県

石
川
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

月
曜

10
：
00
～
14
：
00

076-238-5761

鳥
取
県

鳥
取
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

毎
月
第
１･
３
木
曜

13
：
00
～
16
：
00

090-3880-3498

富
山
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
山
県
精
神
保
健
福
祉

家
族
連
合
会

月
～
金
曜

第
２
土
曜
日

９
：
00
～
16
：
00

第
２
土
・
14
：
00
～
16
：
00

076-433-4830

愛
媛
県

愛
媛
県
精
神
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

未
実
施

福
岡
県

福
岡
県
精
神
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

月
～
金
曜

13
：
00
～
16
：
00

092-292-0560

（
県
連
問
合
せ
先
）

大
分

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
会

月
～
金
曜

９
：
00
～
17
：
00

097-551-2080

長
崎

長
崎
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会

未
実
施

沖
縄
県

沖
縄
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

未
実
施

※この調査は、第１次集計（６月 25 日現在）です。なお、各地域単会でも
　家族相談を実施していますが、今回は、誌面の都合で割愛しました。

全国の家族相談実施状況
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も
が
、
日
常
生
活
の
中
で
達
成
感
や

楽
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と

を
す
る
と
気
持
ち
が
晴
れ
る
と
い
う

体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
気
分
転
換
で
す
が
、

気
分
転
換
の
効
用
は
学
問
的
に
も
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
何
も
し
な
い
で
い
る
と

ま
す
ま
す
気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ
込
ん
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
何
か
を
し
よ

う
と
い
う
気
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な

◆
気
分
転
換
を
利
用
し
て
み
ま

　

し
ょ
う

　

今
月
号
か
ら
、
認
知
行
動
療
法
の

具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

行
動
活
性
化
と
呼
ば
れ
る
方
法
で

す
。
行
動
活
性
化
と
い
う
の
は
、
達

成
感
（
克
服
感
）
や
楽
し
み
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
増
や
し
て
こ

こ
ろ
を
元
気
に
す
る
方
法
で
す
。

　

他
の
認
知
行
動
療
法
の
方
法
と
同

じ
よ
う
に
、
行
動
活
性
化
も
特
別
な

方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
誰

誰
で
も
わ
か
る
認
知
行
動
療
法

一
般
社
団
法
人
認
知
行
動
療
法
研
修
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長

大
野　

裕

連載⑤意
欲
を
引
き
出
す
行
動
活
性
化
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く
な
っ
て
い
る
と
き
に
行
動
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
に
無
理
に
動
こ

う
と
し
て
も
、
動
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
何

と
か
動
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
自
分
が

だ
め
な
人
間
の
よ
う
に
思
え
て
、
ま

す
ま
す
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
積
極
的
に
休
む
と
い
う

の
も
行
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
行
動
す
る
と
元
気
が
出
て
き

　

ま
す

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
休
ん
で
ば
か
り

い
た
の
で
は
、
何
か
を
し
よ
う
と
す

る
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
。
何

し
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
話
を
読
ん
で
、「
話

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
で
も
…
」
と

考
え
る
人
は
、
こ
れ
ま
た
多
い
で

し
ょ
う
。「
で
も
、
体
を
動
か
せ
て

い
た
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
い
ま

せ
ん
よ
。
何
が
あ
っ
て
も
楽
し
く
な

い
か
ら
、
こ
う
し
て
い
る
ん
で
す
。

何
も
し
な
い
ん
で
は
な
く
て
、
何
も

で
き
な
い
ん
で
す
」

　

た
し
か
に
、
そ
う
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

こ
う
し
た
考
え
が
行
動
を
邪
魔
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
動
的
に
頭
に
浮
か

ん
で
く
る
考
え
を
、「
自
動
思
考
」

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん

で
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
私
た
ち
が

「
で
も
…
」
と
考
え
る
と
き
に
は
、

も
行
動
し
な
け
れ
ば
、
意
欲
は
わ
い

て
こ
な
い
の
で
す
。
布
団
の
中
で
い

ろ
い
ろ
と
思
い
悩
ん
で
悶
々
と
し
て

い
る
と
ま
す
ま
す
気
持
ち
が
沈
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
思

い
切
っ
て
布
団
か
ら
抜
け
出
し
て
、

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
外
に
出
る
。
そ

れ
だ
け
で
気
持
ち
が
切
り
か
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
脳

の
研
究
か
ら
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
何
か
を
し
て
達
成
感
や
喜
び
を

感
じ
る
と
、
報
酬
系
と
呼
ば
れ
る
脳

の
部
分
が
刺
激
さ
れ
て
、
さ
ら
に
何

か
次
の
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
わ
い
て
く
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
し
ば
ら
く
休
養
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
少
し
た
ま
っ
て
き
た
段
階
で

は
、
行
動
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
ほ
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気
持
ち
が
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
う
し
た
考
え
が
ど
の
程
度
当

た
っ
て
い
る
か
、
現
実
に
目
を
向
け

な
が
ら
確
か
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た

と
お
り
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
書
い
て
き
た
よ
う
に
、

何
も
し
な
い
で
い
る
と
つ
ら
い
状
態

が
続
く
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
だ

と
し
た
ら
、
こ
の
自
動
思
考
が
ど
の

程
度
正
し
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
が
現
実
的
な
の
か
を
確
か
め

て
み
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◆
毎
日
の
生
活
の
中
に
行
動
の

　

ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

　

そ
う
し
た
と
き
に
は
、「
活
動
記

録
表
」（
表
）
が
役
に
立
ち
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
日
１
時
間
刻
み
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
か
を
表
に
し
て

書
き
出
す
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
自
分
の
考
え
を
振
り

返
っ
て
、
そ
の
と
き
に
、
自
分
が
し

た
こ
と
が
ど
の
く
ら
い
楽
し
か
っ
た

か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の

達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
を
、
10
点

満
点
で
点
数
化
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

朝
起
き
た
と
き
、
着
替
え
を
し
て

い
る
と
き
、
イ
ヌ
の
散
歩
を
し
て
い

る
と
き
、
友
達
と
電
話
で
話
し
て
い

る
と
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

表
に
書
き
込
ん
で
、
そ
の
と
き
ど
き

の
達
成
感
と
楽
し
さ
の
程
度
を
記
入

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
で
一
番

強
い
達
成
感
や
楽
し
さ
を
10
、
そ
う

し
た
こ
と
を
何
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
を
０
と
し
ま
す
。

　

活
動
記
録
表
に
活
動
を
書
き
込
む

と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に

簡
潔
に
書
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
１
週
間
経
っ
た
と
こ

ろ
で
、
活
動
記
録
表
を
振
り
返
り
ま

す
。
そ
し
て
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ

た
活
動
や
、
楽
し
く
感
じ
ら
れ
た
活

動
を
選
び
出
し
て
、
リ
ス
ト
を
作
り

ま
す
。
私
は
そ
れ
を
「
楽
し
い
こ
と

リ
ス
ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
私

が
監
修
し
て
い
る
『
こ
こ
ろ
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
う

つ
・
不
安
ネ
ッ
ト
』（http://cbtjp.

net/

）
で
は
、｢

楽
し
い
こ
と
リ
ス

ト｣

が
自
動
的
に
返
信
さ
れ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
利
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。



17 　 誰でもわかる認知行動療法

無
理
を
せ
ず
、
自
動
思
考
に
ふ
り
ま

わ
さ
れ
ず
に
、
肩
が
こ
ら
な
い
感
じ

の
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
お
お
の　

ゆ
た
か
）

次
に
そ
の
「
楽
し
い
こ
と
リ
ス
ト
」

を
見
な
が
ら
、
次
の
一
週
間
に
そ
の

活
動
が
増
え
る
よ
う
な
計
画
を
立
て

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
好
き
だ
っ
た
こ

と
を
試
し
て
み
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
完
璧
を
求
め
ず
、
で
き
る
こ
と

か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て
み
る
よ
う
に

し
ま
す
。
旅
行
が
好
き
な
人
で
あ
れ

ば
、
最
初
は
、
観
光
地
の
写
真
集
を

見
た
り
、
旅
行
に
関
係
し
た
エ
ッ
セ

イ
に
目
を
通
し
た
り
し
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
旅
行
で
撮
っ

た
写
真
を
見
た
り
、
旅
行
に
一
緒
に

行
っ
た
友
達
と
電
話
で
話
を
し
た
り

す
る
の
も
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
と
き

に
一
人
で
楽
し
む
の
も
良
い
の
で
す

が
、
他
の
人
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ

と
良
い
で
し
ょ
う
。

﹃
マ
ン
ガ
で
わ
か
り
や
す
い
う
つ
病
の
認
知
行
動
療
法
﹄（
き
ず
な
出
版
）よ
り
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す
だ
け
で
つ
ら
く
な
る
出
来
事
で
し

た
。
当
時
、
私
は
地
元
の
公
立
保
育

園
に
勤
務
し
て
お
り
、
我
が
子
の
精

神
疾
患
の
発
症
は
、
仕
事
に
対
す
る

プ
ラ
イ
ド
を
大
き
く
揺
る
が
す
一
大

事
で
し
た
。保
育
士
で
あ
り
な
が
ら
、

私
自
身
の
子
育
て
に
不
十
分
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
と
、

自
分
自
身
を
責
め
る
日
々
が
続
き
ま

し
た
。

*　

*　

*

　

幸
い
に
も
初
発
の
経
過
は
順
調

で
、
10
か
月
も
す
る
と
長
女
は
「
も

う
治
っ
た
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と

言
う
よ
う
に
な
り
、
私
か
ら
見
て

も
元
の
長
女
に
戻
っ
た
よ
う
で
し

た
。
主
治
医
か
ら
は
診
断
名
も
告
げ

ら
れ
ず
、「
治
る
か
ら
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
で
す
」
の
言
葉
だ
け
が
頼
み
の
綱

私
と

家
族
の

手
記

（埼玉県）もくせい家族会　岡田久実子

　

長
女
に
異
変
が
起
き
た
の
は
、
15

年
前
の
春
で
し
た
。
そ
の
前
年
に
、

１
年
半
ほ
ど
勤
務
し
た
高
齢
者
施
設

を
体
調
不
良
の
た
め
退
職
し
、
半
年

ほ
ど
自
宅
療
養
を
し
て
よ
う
や
く
元

気
を
取
り
戻
し
た
と
思
っ
た
矢
先
の

こ
と
で
し
た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
表

情
で
部
屋
か
ら
出
て
き
た
長
女
は
、

私
と
の
か
み
合
わ
な
い
会
話
の
直
後

に
、
突
然
に
泣
き
叫
び
出
し
た
の
で

す
。
あ
ま
り
に
唐
突
な
出
来
事
に
、

家
族
中
が
右
往
左
往
し
な
が
ら
、
そ

の
３
日
後
に
市
内
の
精
神
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
駆
け
込
み
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
精
神
科
受
診
は
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
不
安
と
屈
辱

感
と
が
入
り
混
じ
り
、
母
親
で
あ
る

私
は
一
体
ど
の
よ
う
な
形
相
で
医
師

の
前
に
座
っ
て
い
た
の
か
…
思
い
返

統合失調症の長女が
教えてくれたこと
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と
本
気
で
考
え
ま
し
た
。

*　

*　

*

　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
一
度

目
の
再
発
後
に
長
女
の
居
場
所
を
探

し
な
が
ら
、
地
域
の
家
族
会
に
辿
り

つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
同
じ
よ
う

な
体
験
を
し
た
家
族
の
方
々
が
い
ま

し
た
。
つ
ら
い
苦
し
い
体
験
を
潜
り

抜
け
、
そ
れ
で
も
強
く
生
き
抜
こ
う

と
、
と
て
も
魅
力
的
な
笑
顔
の
方
々

が
い
ま
し
た
。
娘
が
精
神
病
で
あ
っ

て
も
笑
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
な
ら
…
と
、
そ
の
場
で
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
苦
し
く
て

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
自
分

だ
け
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

地
域
に
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
て
い

る
人
が
い
る
と
い
う
事
実
が
何
よ
り

心
強
く
、
私
自
身
の
孤
独
感
が
和
ら

で
し
た
の
で
、
治
っ
た
と
の
自
己
判

断
で
、
通
院
も
服
薬
も
止
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
を
１
年
半
ほ
ど
続
け
て

い
ま
し
た
が
、「
ま
た
、
何
か
お
か

し
い
」
と
い
う
長
女
の
訴
え
に
、
こ

れ
は
安
易
に
考
え
て
は
い
け
な
い
病

気
だ
と
、
よ
う
や
く
気
づ
い
た
の
で

す
。
そ
の
時
ま
で
、
何
の
病
気
な
の

か
、
ま
し
て
や
再
発
と
い
う
こ
と
が

起
き
易
い
病
気
で
あ
る
事
な
ど
知
る

由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
発
か

ら
の
回
復
は
思
う
よ
う
に
は
進
ま

ず
、
通
院
以
外
は
自
宅
か
ら
出
ら
れ

な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
時
に
は

通
院
さ
え
も
億
劫
が
っ
て
、
私
だ
け

が
薬
を
も
ら
い
に
行
く
こ
と
も
増
え

て
、
薬
の
量
も
ま
た
増
え
る
一
方
で

し
た
。
や
が
て
は
、
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
い
…
と
床
を
這
い
ず
っ
て

移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
当
時
は
旧
薬
で
の
治
療
だ
っ

た
の
で
、思
い
切
っ
て
病
院
を
変
え
、

新
薬
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、
家
の

中
で
は
何
と
か
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
本
人
が
思

い
描
く
よ
う
な
生
活
に
は
な
か
な
か

結
び
つ
か
ず
、
そ
の
後
の
服
薬
調
整

が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、
２

度
目
の
再
発
を
経
験
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
合
わ
な
い
薬
を
飲
み
続

け
た
挙
句
の
再
発
だ
っ
た
た
め
、
症

状
も
激
し
く
、
ま
た
あ
の
苦
し
い

日
々
が
続
く
の
か
と
思
う
と
絶
望
感

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
し
、
再

発
を
繰
り
返
す
ご
と
に
状
態
が
悪
く

な
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
時

に
は
、
長
女
の
人
生
も
こ
れ
ま
で
か
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生
き
と
歩
む
こ
と
が
で
き
る
…
「
リ

カ
バ
リ
ー
」
と
い
う
考
え
方
に
出
合

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
病
気

が
も
う
少
し
良
く
な
り
さ
え
す
れ
ば

で
き
る
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
今
は

無
理
…
と
考
え
て
い
ま
し
た
。で
も
、

リ
カ
バ
リ
ー
と
い
う
考
え
方
を
知
っ

た
時
に
、
今
こ
の
瞬
間
も
生
き
て
い

る
大
切
な
時
間
な
の
だ
か
ら
、
病
気

や
障
害
を
持
ち
な
が
ら
も
、
何
か
に

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
気

づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

*　

*　

*

　

そ
し
て
、
長
女
が
一
番
の
目
標
に

し
た
の
が
「
結
婚
」
で
し
た
。
恋
愛

や
結
婚
は
一
歩
間
違
え
ば
大
き
な
ス

ト
レ
ス
に
な
る
の
で
、
親
の
立
場
か

ら
は
避
け
た
い
課
題
で
し
た
。
で

も
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
間
で

い
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
少
し
ず

つ
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
と
、

病
気
に
つ
い
て
学
ぼ
う
、社
会
資
源
に

つ
い
て
情
報
を
得
よ
う
…
な
ど
、少
し

で
も
前
に
進
む
た
め
の
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、こ
の
病
気
に
対
す
る

意
識
も
長
女
へ
の
ま
な
ざ
し
も
大
き

く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

*　

*　

*

　

お
よ
そ
８
年
の
間
に
二
度
の
再
発

を
経
験
し
た
長
女
も
37
歳
に
な
り
ま

し
た
。
再
発
は
本
人
に
と
っ
て
も
、

周
り
の
家
族
に
と
っ
て
も
、
苦
し
く

つ
ら
い
体
験
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
ひ
と
つ
は
、
ど
ん
な
に
絶
望
的
だ

と
感
じ
て
い
て
も
、
決
し
て
希
望
を

見
失
わ
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は

長
女
が
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
長
女
は
２
度
目
の
再
発
の
苦

し
い
中
で
も
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
私

に
訴
え
続
け
ま
し
た
。「
私
は
仕
事

が
し
た
い
、
結
婚
も
し
た
い
、
子
ど

も
も
産
み
た
い
‼
」
と
。
そ
の
気
持

ち
は
理
解
で
き
て
も
、
私
に
は
無
謀

な
夢
だ
と
し
か
思
え
ず
、
私
自
身
が

希
望
を
見
失
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
に
、「
お
母
さ
ん
は
私
の
気
持

ち
を
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
私
は

も
う
す
ぐ
30
歳
だ
よ
…
私
の
人
生
ど

う
し
て
く
れ
る
の
⁉
」
と
強
く
訴
え

て
き
た
の
で
す
。
初
め
は
そ
ん
な
長

女
を
、
冷
静
な
判
断
も
で
き
な
い
情

け
な
い
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
…

と
落
胆
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た

頃
に
、
た
と
え
病
気
や
障
害
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
生
き
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を
も
つ
我
が
子
に
は
、
大
き
な
失
敗

は
さ
せ
た
く
な
い
と
強
く
思
い
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
考
え
が
、
長

女
の
回
復
し
よ
う
と
す
る
力
を
押
さ

え
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
…
と
、ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
は
失
敗
し
な
が
ら
成
長
を
し
て
い

く
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
、
激
し
い

病
状
が
忘
れ
さ
せ
て
い
た
の
だ
と
思

い
至
り
ま
し
た
。

*　

*　

*
　
「
結
婚
を
応
援
す
る
」
と
い
う
私

た
ち
両
親
の
言
葉
を
受
け
て
、
長
女

は
寝
た
り
起
き
た
り
の
生
活
か
ら
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
、
で

き
な
い
こ
と
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

…
と
い
う
生
活
に
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
私
が
心
が
け
た
の
は
、「
何

も
し
な
い
よ
う
に
す
る
努
力
」
で
し

あ
れ
ば
当
た
り
前
に
経
験
す
る
こ
と

で
す
。
病
気
や
障
害
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
…
む
し

ろ
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
く
方
が
健

康
的
な
こ
と
だ
と
納
得
す
る
ま
で
に

は
時
間
が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

混
乱
状
態
を
繰
り
返
す
長
女
を
見
て

き
た
の
で
、
ま
た
病
状
が
悪
化
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
大
き
な
不
安

か
ら
、
長
女
へ
の
不
信
感
が
拭
い
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

親
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
我

が
子
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
の

で
、
子
ど
も
が
無
謀
と
思
え
る
こ
と

に
突
き
進
も
う
と
す
る
時
に
、
失
敗

し
そ
う
な
こ
と
は
止
め
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
気
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
同
じ
、
親
心
と
い
う

も
の
で
す
。
ま
し
て
や
、
精
神
障
害

た
。
な
る
べ
く
本
人
に
任
せ
て
み
る

…
こ
れ
は
、
相
当
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

し
た
、
不
安
と
の
戦
い
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
自
分
の
「
な
り
た
い
」
希

望
に
向
か
っ
て
、
長
女
は
歩
み
続
け

ま
し
た
。
31
歳
で
結
婚
、
翌
年
に
は

女
児
を
出
産
し
ま
し
た
。
今
で
も
時

お
り
、
淋
し
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
り
、
心
身
共
に
疲
れ
や

す
い
と
い
う
症
状
は
あ
り
ま
す
が
、

28
歳
で
２
度
目
の
再
発
を
し
た
頃
の

姿
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
現
在
の

長
女
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

統
合
失
調
症
に
な
っ
て
も
希
望
を

持
ち
続
け
て
生
き
る
こ
と
…
こ
の
大

切
さ
を
、
私
は
長
女
か
ら
15
年
を
か

け
て
教
え
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
お
か
だ　

く
み
こ
）
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入
浴
す
る
ら
し
い
。

︿
躁
状
態
？
﹀

　

Ｎ
さ
ん
に
は
日
に
何
通
も
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
を
打
っ
て
来
ら
れ
る
時
期

が
あ
り
ま
す
。「
つ
ら
い
」
と
か
「
寂

し
い
」
と
か
、
同
僚
、
上
司
の
批
判

を
繰
り
返
し
打
っ
て
来
ら
れ
る
。

　

私
の
方
は
、
夕
方
は
充
電
中
だ
っ

た
り
、
勉
強
会
や
審
査
会
に
出
て
い

た
り
、
割
と
早
く
寝
て
い
た
り
で
、

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
は
遅
れ
が
ち
で

　
「
や
っ
と
の
こ
と
で
す
よ
。
本
当

は
仕
事
を
辞
め
た
い
で
す
。
チ
ー
フ

の
自
分
勝
手
が
ひ
ど
い
か
ら
。で
も
、

収
入
が
な
い
と
困
り
ま
す
」

　

生
活
費
の
た
め
に
働
く
の
も
悪
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
で
き
る
自

分
を
誉
め
て
良
い
の
で
す
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
か
ら
帰
る
と
何
も
で
き
ま
せ

ん
。買
っ
て
き
た
お
弁
当
を
食
べ
て
、

後
は
風
呂
に
も
入
ら
ず
に
寝
る
だ
け

で
す
」
と
Ｎ
さ
ん
。
朝
起
き
て
か
ら

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
99
回

　
　

︿
う
つ
状
態
？
﹀

　

診
察
室
で
は
開
口
一
番
「
何
も
す

る
気
も
起
き
ま
せ
ん
」
と
美
容
師
の

Ｎ
さ
ん
（
40
歳
女
性
）。
で
も
、
待

合
室
か
ら
小
走
り
に
入
っ
て
来
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
火
曜
日
の
午

後
で
、
彼
女
は
午
前
中
勤
務
し
て
い

た
は
ず
で
す
。

　

お
化
粧
を
し
て
い
る
か
ら
、
仕
事

に
は
行
け
た
の
ね
？ 

仕
事
中
は
体

が
動
き
ま
し
た
か
？

増本クリニック院長

・・・
一
般
の
人
の
労
働
条
件
を
良
く
し
な
い
と

障
害
者
の
労
働
条
件
も
良
く
な
り
ま
せ
ん
。・・・



23 　 街の診療所からのお便り

　
「
私
っ
て
、
う
つ
病
と
思
っ
て
い

ま
し
た
け
ど
、
躁
病
だ
っ
た
ん
で
す

か
？
」
な
ど
と
聞
か
れ
ま
す
。

　

う
つ
状
態
の
ま
ま
で
、
そ
の
上
に

躁
状
態
が
乗
っ
て
し
ま
う
人
が
あ
る

ん
で
す
。
暗
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
行
動
に
出
て

し
ま
う
『
躁
う
つ
混
合
状
態
』
で
す
。

︿
混
合
状
態
？
﹀

　
『
エ
ン
ジ
ン
が
回
転
し
過
ぎ
る
躁

状
態
の
時
に
は
ア
ク
セ
ル
を
控
え
目

に
。
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
が
重
い
う
つ

状
態
の
時
に
は
積
荷
を
控
え
目
に
』

と
私
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
混
合
状

態
の
時
に
は
、
回
転
の
重
い
時
に
ア

ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
続
け
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
ま
ず
、
ア
ク
セ
ル
を
戻

し
て
か
ら
、
積
荷
を
整
理
す
る
作
業

が
必
要
で
す
。

　
「
う
つ
状
態
で
あ
っ
て
躁
状
態

だ
っ
た
ら
、
ど
っ
ち
用
の
薬
を
飲
む

ん
で
す
か
？
」

　

エ
ン
ジ
ン
が
重
く
て
回
転
せ
ず
、

ア
ク
セ
ル
は
踏
み
込
ん
で
い
る
よ
う

な
状
態
で
す
。
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を

離
し
、
荷
物
を
軽
く
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
適
量
の
抗
精
神
病
薬
で
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
、
少
量
の
抗
う
つ
薬

で
〝
そ
ん
な
に
頑
張
ら
な
く
て
も
大

丈
夫
〟
と
引
っ
張
る
の
で
す
。

︿
双
極
障
害
﹀

　
「
躁
う
つ
病
と
い
う
の
は
『
双
極

性
障
害
』
と
も
言
う
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
か
？
」

　
〝
双
極
性
〟
と
聞
く
と
、
躁
極
と

う
つ
極
と
い
う
二
つ
の
極
が
あ
っ

す
。だ
い
ぶ
時
間
が
た
っ
て
か
ら〝
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
メ
ー
ル
を
す
る
っ

て
、
う
つ
状
態
で
な
く
躁
状
態
で
す

ね
〟
な
ん
て
返
事
を
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
次
の
受
診
の
時
、
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て
、
そ
の
苦
し
み
を
少
な
く
で
き
る

は
ず
で
す
。

︿
仕
事
に
出
る
こ
と
﹀

　

Ｎ
さ
ん
の
気
分
の
障
害
は
も
う
10

年
以
上
も
続
き
、
前
医
か
ら
は
抗
う

つ
薬
を
大
量
に
処
方
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
１
年
間
休
職
し
て
い
ま

す
。

　

う
ち
へ
通
院
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
情
動
調
整
薬
も
服
用
し
て
い

ま
す
が
、
す
っ
き
り
と
は
改
善
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
間
仕
事

は
ほ
と
ん
ど
休
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
出
勤
し
て
い
れ
ば
、
と
も
か
く

朝
起
き
を
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を

作
り
、
心
身
の
最
低
限
の
状
態
を

保
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
Ｎ
さ
ん
に

状
態
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

　

あ
な
た
の
場
合
、
１
か
月
以
上
も

同
じ
よ
う
な
批
判
が
続
い
て
止
ま
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
よ
。私
は
、

躁
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
逆
に
〝
し
ま
っ
た
〟
と
思
う
と
、

〝
も
う
取
返
し
が
つ
か
な
い
。
会
社

を
辞
め
た
方
が
良
い
の
か
？
〟
と
思

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
う
つ
状
態
の
時
期
も
結
構

続
い
て
い
ま
し
た
ね
。

　
「
う
つ
の
時
に
は
躁
の
時
の
〝
ま

あ
え
え
か
〟
と
い
う
感
じ
を
思
い
出

す
と
良
い
ん
で
し
ょ
う
ね
？
」

　

そ
の
通
り
で
す
。
う
つ
の
時
こ

そ
『
ま
あ
え
え
か
』
の
感
覚
を
思
い

出
し
た
い
も
の
で
す
。
体
質
的
な
原

因
が
あ
る
う
つ
病
の
場
合
で
も
、
自

分
を
う
ま
く
運
転
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
く
る
っ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
な

雰
囲
気
で
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に
は

こ
の
二
つ
の
時
期
を
繰
り
返
す
人
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
抗
う
つ
薬

を
適
量
以
上
飲
む
と
躁
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
、
薬
の

主
役
は
情
動
調
整
薬
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
暗
い
見
通
し
し
か
で
き
な

い
う
つ
状
態
か
ら
、
何
も
か
も
明
る

く
感
じ
ら
れ
る
躁
状
態
に
ぱ
っ
と
切

り
替
わ
る
人
は
少
な
い
で
す
。
数
年

に
一
人
く
ら
い
し
か
来
ら
れ
ま
せ

ん
。

︿
ま
あ
え
え
か
﹀

　
「
私
は
職
場
で
〝
嫌
わ
れ
て
も
え

え
か
？
〟
と
か
と
思
っ
て
、
い
ろ
ん

な
不
満
を
気
軽
に
言
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
あ
れ
っ
て
躁
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と
っ
て
は
、
不
調
で
も
仕
事
を
長
く

は
休
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

仕
事
を
辞
め
な
か
っ
た
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
日
に
は
義
務

的
な
予
定
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
休
日

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
人
間
に
は
必

要
と
思
い
ま
す
。

︿
躁
転
﹀

　

昨
日
、
う
つ
病
の
途
中
で
躁
状
態

に
な
り
、
そ
の
後
復
職
し
た
Ｏ
さ
ん

（
50
歳
男
性
）
が
電
話
で
会
社
で
の

調
子
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
忙
し

い
会
社
な
の
で
、
う
ち
の
診
療
時
間

内
に
来
れ
な
い
の
で
す
。

　

初
診
時
、
Ｏ
さ
ん
は
し
ゃ
べ
る
こ

と
も
億
劫
な
重
度
の
う
つ
状
態
で
し

た
。「
会
社
に
迷
惑
を
掛
け
る
の
で

休
め
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
を
強
く

説
得
し
て
休
職
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
２
週
間
後
、
よ
う
や
く
顔
色
が

良
く
な
り
か
け
た
こ
ろ
、「
元
気
が

出
た
の
で
、会
社
に
行
か
せ
て
く
れ
」

と
受
診
の
た
び
に
大
き
な
声
で
主
張

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

同
僚
の
仕
事
を
批
判
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
『
躁
転
』
で
す
。

　

あ
な
た
の
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
は

実
際
は
80
㎞
／
ｈ
出
て
い
る
の
に
40

㎞
／
ｈ
と
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
母
親
と
上
司
に
も
、
傍
か
ら
ハ

ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
話
し
て
も
ら
い
、
よ
う
や

く
休
職
を
納
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
週
間
後
、
ま
だ
ブ
レ
ー
キ
の
薬
を

か
な
り
の
量
飲
ん
で
い
る
ま
ま
復
職

さ
れ
、
今
後
、
経
過
を
見
な
が
ら
薬

量
を
減
ら
し
て
行
く
状
況
で
す
。

︿
休
職
し
て
完
全
に
治
す
？
﹀

　
「
休
職
し
て
完
全
に
治
し
て
か
ら

出
社
し
て
く
れ
」
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
。
こ
れ
は
精
神
科
の
病
気
に

対
す
る
偏
見
だ
と
思
い
ま
す
。
他

の
病
気
で
は
、
例
え
ば
、〝
喘
息
を

完
全
に
治
し
て
か
ら
〟
と
言
う
の
は

無
理
だ
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も

現
実
の
企
業
は
ス
ー
ツ
で
面
接
に
来

る
粒
の
そ
ろ
っ
た
人
材
を
採
用
し
ま

す
。
精
神
科
患
者
は
そ
こ
が
上
手
で

な
い
。
実
は
、
現
代
は
個
性
を
尊
重

し
な
い
時
代
で
す
。
適
応
を
め
ざ
す

か
、〝
そ
う
い
う
の
は
ハ
ッ
ピ
ー
で

な
い
〟
と
言
う
の
か
、
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
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１　

は
じ
め
に

　

皆
様
の
中
に
は
、
障
害
年
金
の
請

求
手
続
後
、
何
か
月
も
待
た
さ
れ

て
、
や
っ
と
受
給
が
決
ま
っ
て
、
か

つ
、
５
年
間
分
の
一
括
払
い
を
受
け

て
す
っ
か
り
安
心
し
き
っ
て
い
る
方

（
あ
る
い
は
、
そ
の
支
援
者
の
方
）

が
お
み
え
だ
と
思
い
ま
す
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、障
害
年
金
が
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
５
年
間
分
し
か
支
給

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
国
が
法
律
の

解
釈
を
誤
っ
て
運
用
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
が
、さ
か
の
ぼ
っ
て
５
年
を
越
え

る
前
の
年
金
を
支
給
し
な
い
の
は
、そ

の
分
に
つ
い
て
は
消
滅
時
効（
解
説
①

参
照
）が
完
成
し
て
い
る
か
ら
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、消
滅
時
効
が
完

成
す
る
に
は
、公
的
年
金
で
は
、継
続

し
て
５
年
間
、こ
の
権
利
が
あ
る
と
い

う
主
張
を
怠な

ま

け
て
い
た
こ
と
が
絶
対

障
害
年
金
私
の
体
験

障
害
年
金
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
５
年
間
し
か
支
給
さ

れ
な
い
の
は
誤
っ
た
運
用
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

ト
ピ
ッ
ク
ス

特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
消
費
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
豊
田
あ
け
ぼ
の
会
会
員

木
戸
義
明

そ
の
１

例えば障害年金１級の場合、現行の５年をさかのぼった場合、約 487 万円の
支給額だが、障害認定日までさかのぼって支給されるとすれば、上記の私の例
で計算すると９年５か月さかのぼるので約 918 万円が支給されることになる。

裁定請求日障害認定日

初診日

５年

本来なら障害認定日までさか
のぼって支給されるべきもの

（私の例）９年５か月

現行制度は支給される期間
は5年しかさかのぼらない

現行制度は５年を超える期
間の支給は消滅してしまう

幻の障害年金

※初診後、何年か経ってから障害が重くなる「事後重症」については、誌面上割愛しています
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に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
（
私
は
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
以

後
、
受
給
し
て
い
る
妻
や
皆
様
を
含

め
敢
え
て
「
私
た
ち
」
と
い
い
ま

す
）
は
、
５
年
間
こ
れ
を
怠
け
て
い

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
年
金
を
請
求
手
続
す
る
権

利
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
知
り
得
る

状
態
に
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は

怠
け
て
い
た
の
と
は
全
く
異
な
る
こ

と
で
す
。

　

国
は
、
障
害
認
定
日
か
ら
５
年
以

内
に
請
求
手
続
を
し
な
か
っ
た
こ
と

が
、
怠
け
て
い
た
こ
と
だ
と
主
張
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。

年
金
は
、
国
に
障
害
状
態
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
障
害
等
級
が
決
ま

り
、
具
体
的
な
支
給
額
が
通
知
さ
れ

る
ま
で
は
、
支
払
請
求
し
た
く
て
も

で
き
な
い
の
で
す
。

　

そ
れ
な
の
に
請
求
が
認
め
ら
れ
た

途
端
、
一
瞬
に
し
て
消
滅
時
効
が
完

成
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。
年
金

事
務
所
等
で
、
納
得
で
き
る
ま
で
、

徹
底
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

２　

基
礎
的
知
識・情
報
に
つ
い
て

　

以
後
話
し
て
い
く
内
容
は
、
少
し

専
門
的
で
複
雑
で
す
の
で
、
ざ
っ
と

全
体
像
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

公
的
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

払
い
続
け
て
い
れ
ば
、
事
故
や
病
気

で
、
一
定
以
上
の
障
害
者
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
障
害
年
金
を
受
給
で
き

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
受
給
で
き
る
は

【用語解説①】消滅時効

　消滅時効とは、一定期間権利が行使
されない場合に、その権利を消滅させ
る制度です。取得時効と共に、時効の
一つです。消滅時効により権利が消滅
することを「時効消滅」といいます。
　一般債権の消滅時効は10年ですが、
年金の消滅時効は、国民年金法等によ
り５年と定められています。
　消滅時効の要件は、①権利を行使し
得る状態になったこと。②その時から

一定期間（時効期間）が経過したこと。
③援用権者が相手方に対して時効援用

（時効制度を利用する旨を主張するこ
と）の意思表示をしたこと、とされて
います。
　消滅時効の起算点は、権利を行使す
ることができる時で、その起算点から
進行します（民法第 166 条１項）。
　皆様、以上から考えて、障害年金の
消滅時効が、裁定（決定）通知書も来
ない内に、時効消滅してしまうことに
疑問を感じませんか ⁉
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ず
の
障
害
年
金
の
一
部
を
、
時
効
成

立
を
理
由
に
受
け
取
れ
な
い
人
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　

障
害
年
金
は
、
本
人
が
請
求
し
、

国
が
支
給
を
決
定
す
る
こ
と
で
支
払

わ
れ
ま
す
。
国
は
本
人
の
診
療
記
録

な
ど
を
元
に
、
障
害
が
生
じ
た
日
を

特
定
し
、基
本
的
に
は
、さ
か
の
ぼ
っ

た
、
そ
の
時
点
か
ら
受
給
権
が
発
生

し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
が
認
定
す
る
障
害

の
発
生
時
点
か
ら
５
年
を
越
え
た
後

に
障
害
年
金
を
請
求
し
た
場
合
、
受

給
権
が
あ
っ
て
も
受
け
取
れ
な
い

「
幻
の
障
害
年
金
」
が
生
じ
て
し
ま

う
の
で
す
。現
在
の
制
度
運
用
で
は
、

障
害
年
金
の
請
求
時
点
か
ら
５
年
前

ま
で
の
分
の
年
金
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
分

は
、「
請
求
権
の
時
効
が
成
立
し
た
」

と
さ
れ
、支
払
わ
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

現
実
に
は
障
害
発
生
か
ら
受
給
手

続
き
ま
で
の
期
間
が
５
年
を
越
え
る

の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
回
復
の
可
能
性
を
信
じ
請
求
を

遅
ら
せ
る
人
、障
害
年
金
の
制
度
自

体
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
か
ら
で

す
。「
幻
の
障
害
年
金
」は
、
特
に
国

民
年
金
加
入
者
に
目
立
ち
ま
す
。

　

一
定
の
年
齢
で
受
給
資
格
が
生
じ

る
老
齢
年
金
と
異
な
り
、
障
害
年
金

は
国
が
支
給
を
認
め
た
時
に
初
め

て
、
本
人
に
受
給
権
の
発
生
時
点
が

知
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
本

人
も
知
り
得
な
か
っ
た
受
給
権
発
生

時
点
か
ら
時
効
を
計
算
す
る
の
は
お

か
し
な
こ
と
で
す
し
、
障
害
者
を
支

え
る
目
的
に
も
合
い
ま
せ
ん
。

３　

受
給
権
者
の
現
状

　

基
本
的
な
請
求
方
法
で
あ
る
障
害

認
定
日
に
よ
る
請
求
が
認
め
ら
れ
た

方
た
ち
は
、
当
然
に
、
認
め
ら
れ
た

そ
の
月
か
ら
受
給
権
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
、
遡
及
５
年
間
分
の
み

を
支
払
い
、
５
年
を
越
え
る
年
金
は

支
給
し
な
い
旨
を
定
め
た
法
律
は
あ

り
ま
せ
ん
。
旧
社
会
保
険
庁
は
、「
内

簡
」
と
呼
ば
れ
る
内
部
通
知
で
、
そ

の
旨
の
運
用
を
指
示
し
て
お
り
、
そ

の
取
り
扱
い
は
、
社
会
保
険
庁
に
よ

り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
庁

の
廃
止
後
は
、
厚
労
省
が
出
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
引
き
続
き
効
力
を

有
す
る
も
の
と
し
て
、
現
在
も
そ
の

内
容
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
、
と
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な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
繰
り
返

し
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
令
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
、
国

民
年
金
法
及
び
会
計
法
と
い
っ
た
法

律
の
規
定
に
反
す
る
、
こ
の
よ
う
な

地
裁
で
は
、
力
不
足
で
負
け
ま
し

た
が
、
２
０
１
２
年
４
月
20
日
に

名
古
屋
高
裁
で
ほ
ぼ
完
全
勝
訴
し
、

２
０
１
４
年
５
月
19
日
に
最
高
裁
で

も
４
人
の
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
支
持
を
受
け
、名
古
屋
高
裁
の
判
決

は
確
定
し
、す
で
に
、４
年
５
か
月
分

の
年
金
と
遅
延
損
害
金
を
受
領
し
て

い
ま
す
。（
次
号
へ
つ
づ
く
）

（
き
ど　

よ
し
あ
き
）

運
用
は
無
効
で
あ
り
、
年
金
の

決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら
５
年

間
は
、
依
然
と
し
て
受
給
権
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
事
実
は
、
国
民
の

ほ
と
ん
ど
の
方
が
知
ら
な
い
の

で
す
。
そ
し
て
、
問
題
意
識
も

な
く
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
的
議

論
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
言
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
妻
の
障
害
年
金
に
つ

い
て
国
の
運
用
に
疑
問
を
持

ち
、
訴
訟
を
提
起
し
、
名
古
屋

朝
日
新
聞「
私
の
視
点
」（
２
０
１
３
年
９
月
14
日
）に
掲
載
さ
れ
た
記
事
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Ｐ
Ｈ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

姫
井
昭
男

１
．
定
型
抗
精
神
病
薬
と
非
定
型

　

抗
精
神
病
薬
の
薬
理
学
的
特
徴

　

抗
精
神
病
薬
の
適
応
疾
患
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
薬
剤
に
期
待
さ
れ
る

効
果
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
ま

す
。

　

そ
れ
ら
三
つ
と
は
、
陽
性
症
状
、

陰
性
症
状
の
二
つ
の
症
状
に
、
認
知

機
能
低
下
を
加
え
た
三
つ
に
対
す
る

作
用
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
生

活
の
質
を
下
げ
、
円
滑
な
暮
ら
し
の

妨
げ
に
な
る
、
つ
ま
り
症
状
や
機
能

低
下
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。

・
共
通
点

　

抗
精
神
病
薬
に
分
類
さ
れ
る
薬
剤

の
「
抗
精
神
」
作
用
と
は
、
簡
単
に

い
え
ば
前
述
の
陽
性
症
状
へ
の
作
用

の
こ
と
で
、
脳
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
対
す
る
ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
遮
断

作
用
で
あ
り
、
定
型
抗
精
神
病
薬
と

非
定
型
抗
精
神
病
薬
の
薬
理
学
的
作

用
の
共
通
点
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
遮
断
作

用
は
、
過
剰
に
な
り
す
ぎ
た
ド
ー
パ

ミ
ン
神
経
の
は
た
ら
き
を
抑
え
る
作

用
で
す
。
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
の
過
活

動
は
、
実
際
の
外
界
か
ら
の
刺
激
情

報
を
誇
張
し
て
増
幅
し
た
り
、
時
に

は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
情
報
を
存

連載13

第
２
章
﹁
精
神
科
の
薬
﹂の
働
き
︿
６
﹀

メ
ン
タ
ル
障
害
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
知
識

―
薬
物
療
法
を
正
し
く
理
解
す
る
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在
す
る
か
の
ご
と
く
脳
に
伝
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
の
過

活
動
が
、
幻
覚
や
妄
想
な
ど
の
陽
性

症
状
が
生
じ
る
原
因
な
の
で
す
。

・
相
違
点

　

定
型
抗
精
神
病
薬
と
非
定
型
抗
精

神
病
薬
の
薬
理
学
的
作
用
の
違
い

は
、
陰
性
症
状
や
認
知
機
能
低
下
に

対
し
て
の
改
善
効
果
を
持
っ
て
い
る

か
い
な
い
か
と
言
う
点
で
す
。
陰
性

症
状
や
認
知
機
能
低
下
に
対
し
て
、

定
型
抗
精
神
病
薬
は
改
善
効
果
が

ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
ず
、
非
定
型
抗

精
神
病
薬
は
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
改

善
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

陽
性
症
状
が
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
の

２
．
定
型
抗
精
神
病
薬
と
非
定
型

　

抗
精
神
病
薬
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

　

向
精
神
薬
の
評
価
は
、
精
神
科
医

に
よ
っ
て
大
き
く
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
薬
物
療
法
を
受
け
る
患
者

さ
ん
か
ら
よ
く
質
問
さ
れ
る
内
容
を

考
慮
し
て
３
つ
の
点
で
評
価
し
て
み

ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
効
果
発
現
、
副

作
用
、
経
済
性
（
医
療
費
）
に
つ
い

て
の
３
つ
で
す
。

①
効
果
発
現
に
つ
い
て

　

薬
を
服
用
し
て
か
ら
効
果
が
発
現

す
る
、
つ
ま
り
鎮
静
効
果
が
発
現
さ

れ
る
ま
で
の
時
間
は
、
個
々
の
ケ
ー

ス
に
よ
る
と
い
う
評
価
に
な
り
ま

す
。

過
活
動
で
あ
る
と
原
因
定
義
で
き
る

の
に
対
し
、
陰
性
症
状
や
認
知
機
能

障
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
薬
理
化
学

的
機
序
は
、
明
ら
か
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
神
経
伝
達
物
質
の
司
る
機

能
の
変
化
が
交
わ
り
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
非
定

型
抗
精
神
病
薬
は
、
ド
ー
パ
ミ
ン
受

容
体
遮
断
作
用
の
み
な
ら
ず
、
い
く

つ
か
の
神
経
伝
達
物
質
受
容
体
に
対

し
て
作
用
す
る
薬
剤
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
共
通
点
と
相
違
点
を
一
読

す
る
と
、
非
定
型
抗
精
神
病
薬
の
ほ

う
が
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
薬
剤
の
よ
う

に
思
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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次
の
項
の
副
作
用
の
発
現
に
つ
い

て
言
え
ば
、
定
型
抗
精
神
病
薬
は
、

主
作
用
よ
り
副
作
用
の
発
現
が
早
い

ケ
ー
ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
拒
薬
の
原
因
に
な
る
場

合
が
多
く
、
定
型
抗
精
神
病
薬
の
デ

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
激
し
い
興
奮
状

態
を
呈
す
る
急
性
期
で
は
、
そ
の
状

態
を
い
ち
早
く
改
善
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
際

し
て
は
、
現
状
で
も
定
型
抗
精
神
病

薬
の
注
射
剤
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
点
で
は
、
急
性
期
に
は

定
型
抗
精
神
病
薬
を
用
い
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
内

服
す
る
場
合
の
効
果
発
現
に
つ
い

て
、
つ
ま
り
普
段
の
治
療
に
お
い
て

は
、
定
型
も
非
定
型
も
そ
の
差
は
な

い
と
い
う
評
価
に
な
り
ま
す
。

② 

副
作
用
に
つ
い
て

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
副
作
用

が
必
ず
発
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
も
の
の
、
定
型
抗
精
神
病
薬
は

主
作
用
よ
り
副
作
用
が
先
行
し
て
出

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

向
精
神
薬
の
副
作
用
は
、
ど
れ
も

不
快
な
も
の
が
多
く
、
発
現
し
た
場

合
は
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と

言
え
ま
す
。
非
定
型
抗
精
神
病
薬

は
、
副
作
用
の
発
現
を
低
減
す
る
よ

う
に
す
る
薬
理
特
性
を
持
た
せ
て
開

発
さ
れ
た
薬
剤
が
多
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
定
型
と
比
較
す
る
と
副

作
用
が
少
な
い
抗
精
神
病
薬
と
い
う

印
象
を
与
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
非
定
型
抗
精
神

病
薬
は
、
副
作
用
は
発
現
し
な
い
と

い
う
薬
剤
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々

の
ケ
ー
ス
に
よ
る
の
で
す
が
、
あ
る

用
量
を
超
え
た
時
点
か
ら
、
そ
れ
ま

で
の
様
相
と
は
一
変
し
、
定
型
抗
精

神
病
薬
と
同
じ
か
、
場
合
に
よ
っ
て

は
ひ
ど
い
副
作
用
を
呈
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
抗
精
神
病
薬

で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
副
作
用

（
有
害
事
象
）
が
発
現
す
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
お
り
、
一
概
に
副
作
用

の
少
な
い
薬
剤
と
は
言
い
難
い
と
い

う
評
価
で
す
。
抗
精
神
病
薬
に
限
ら

ず
、
薬
物
療
法
で
は
副
作
用
は
避
け

ら
れ
な
い
問
題
と
言
え
ま
す
が
、
薬

剤
選
択
の
指
標
に
も
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
主
作
用
よ
り
副
作
用
が
強
く
表
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れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
薬
剤
を
用
い

る
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

言
え
、
薬
剤
を
変
更
す
る
指
標
に
な

り
ま
す
。

　

筆
者
は
、
処
方
内
容
に
つ
い
て
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
相

談
の
な
か
で
よ
く
耳
に
す
る
の
が
、

「
私
の
服
用
し
て
い
る
薬
は
古
い
タ

イ
プ
な
の
で
、
新
し
い
薬
に
変
え
て

も
ら
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？
」
と
内
容
で
す
。

　

そ
の
回
答
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
現
状
服
用
し
て
い
て
生
活
上

の
支
障
を
来
さ
な
い
ケ
ー
ス
＝
副
作

用
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ

ば
、〝
合
っ
て
い
な
い
薬
〟
と
は
言

え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

③ 

経
済
性
（
医
療
費
）
に
つ
い
て

　

定
型
抗
精
神
病
薬
は
、
発
売
さ
れ

て
長
い
年
月
が
経
っ
て
い
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
薬
価
と
い
う

薬
剤
に
か
か
る
医
療
費
は
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
全
体

で
処
方
量
が
著
し
く
少
な
い
一
部
の

薬
剤
を
除
け
ば
、
す
べ
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
ま
す
。

　

非
定
型
抗
精
神
病
薬
の
多
く
は
、

発
売
さ
れ
て
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い

な
い
こ
と
や
医
薬
品
特
許
の
関
係

で
、
未
だ
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
存
在
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
全
体

に
薬
価
は
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

医
療
費
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
定

型
抗
精
神
病
薬
の
方
が
優
れ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
定
型
抗
精
神
病
薬
を

服
用
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
処
方

内
容
を
調
査
し
て
み
る
と
、
処
方
用

量
が
極
め
て
多
い
ケ
ー
ス
、
何
種
類

も
処
方
さ
れ
て
い
る
多
剤
併
用
で
あ

る
ケ
ー
ス
、
副
作
用
を
予
防
低
減
す

る
た
め
の
対
症
療
法
薬
が
追
加
処
方

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
圧
倒
的

な
割
合
を
占
め
る
た
め
、
い
く
ら
単

剤
の
薬
価
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
て

も
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
せ
て
い
な

い
と
い
う
現
実
が
あ
る
の
で
す
。

（
ひ
め
い
あ
き
お
）
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ら
れ
る
方
々
を
知
る
手
だ
て
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
投
稿
に
て
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆
石
川
県　

は
る
か　

本
人（
40
代
）

　

み
ん
な
ね
っ
と
６
月
号
の
み
ん
な

の
わ
の
モ
ン
ス
タ
ー
さ
ん
へ
。

　

私
の
父
は
、
14
年
前
要
介
護
状
態

に
な
り
、
母
と
私
と
妹
、
そ
し
て
孫

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
も
っ
て

介
護
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

私
が
入
院
し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
母
と
妹
が
が

ん
ば
り
ま
し
た
。

　

母
が
元
気
だ
っ
た
の
で
、
私
の
負

担
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
、

母
は
67
歳
。
こ
れ
か
ら
、
母
を
み
て

い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
特
に
悪

い
所
も
な
く
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る

母
で
す
が
、
い
つ
病
気
に
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
、
妹
と
協

力
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
な
ー
と
ぼ

﹁
み
ん
な
ね
っ
と
﹂の
感
想

◆
東
京
都　

と
と
ろ
の
母　

家
族

（
50
代
）

　

毎
月
の
み
ん
な
ね
っ
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
々
の
お
世
話
を
し

て
、
14
年
に
な
り
ま
す
。
息
子
の
病

と
お
つ
き
あ
い
し
て
９
年
に
な
り
ま

す
。
娘
の
暴
言
、
暴
力
か
ら
解
放
さ

れ
２
年
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
方

に
助
け
て
い
た
だ
き
今
日
が
あ
り
ま

す
。
最
近
や
っ
と
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
が
本
人
達

の
健
康
な
部
分
に
注
目
し
て
、
そ
れ

を
ほ
め
て
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
み
ん
な
ほ
め
て
ほ
し
い
の
で

す
ね
。
た
い
へ
ん
遅
咲
き
で
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
愛
知
県　

も
っ
ち
ゃ
ん　

家
族

（
70
代
）　

　

初
め
て
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
読
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
多
く
の
人
を
知
り
勇
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
43
歳
の
息
子
、
大
学
生

の
時
、
統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
大

変
な
時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
数
年
前
よ
り
働
か
せ
て
い

た
だ
き
現
在
は
正
社
員
と
し
て
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

薬
も
最
低
限
と
な
り
、
本
人
も
結

婚
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
息
子
と

同
じ
様
に
治
療
し
つ
つ
働
き
、
本
人

も
御
家
族
も
結
婚
を
希
望
さ
れ
て
お

読者のページ

わわ
み

わわ
ん

わわ
な

わわわわ
の

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
が
本
人
達

の
健
康
な
部
分
に
注
目
し
て
、
そ
れ

を
ほ
め
て
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
み
ん
な
ほ
め
て
ほ
し
い
の
で

す
ね
。
た
い
へ
ん
遅
咲
き
で
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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ん
や
り
考
え
て
い
ま
す
。　

◆
東
京
都　

伊
関
剛
一　

家
族
（
70

代
）

　

２
０
１
５
年
５
月
号
の
み
ん
な
の

わ
欄
の
新
潟
の
真
理
子
さ
ん
の「
木
」

と
い
う
詩
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

入
院
生
活
５
年
と
の
こ
と
、
私
の
長

男
も
25
歳
の
と
き
発
病
し
、
入
退
院

を
く
り
返
し
、
15
年
近
く
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
は
結
婚
も
し
て
元
気
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

真
理
子
さ
ん
ど
う
ぞ
お
元
気
で
！

退
院
お
め
で
と
う
と
言
え
る
日
の
一

日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
。

　
　

日
常
生
活　
　

◆
福
岡
県　

タ
ン
ポ
ポ　

家
族
（
70

代
）

　

前
略
、
ご
免
下
さ
い
ま
せ
。

　

早
速
で
す
が
久
し
ぶ
り
に
二
人
で

大
分
ま
で
Ｊ
Ｒ
で
行
く
こ
と
に
な
り

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○

前
日
切
符
購
入
に
行
っ
た
と
こ
ろ
精

神
障
害
者
手
帳
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
と
の
事
で
一
言
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

他
の
障
害
は
４
級
で
も
私
鉄
で

も
、
Ｊ
Ｒ
で
も
割
引
が
有
る
様
で
す

が
、
精
神
障
害
だ
け
は
交
通
機
関
の

割
引
が
全
く
無
く
、
差
別
と
し
か
思

◆島根県　成相浩義　本人
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唯
一
の
功
徳
で
あ
ろ
う
か
。

◆
愛
知
県　

加
藤
伸
啓　

本
人
（
30

代
）

　

先
日
市
役
所
へ
行
っ
て
、
自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
の
再
認
定
手
続
き

を
し
て
き
ま
し
た
。
３
割
負
担
で
精

神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
薬
局
に
支
払
う

額
を
１
年
間
分
計
算
し
て
み
る
と
、

ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
額
に
な
る
の

で
、
こ
の
制
度
は
本
当
に
助
か
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
精
神
障
害
者
の
福

祉
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
ボ
ク
も

微
力
な
が
ら
み
ん
な
ね
っ
と
の
賛
助

会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
く
思

い
ま
す
。　

◆
福
島
県　

さ
つ
き
晴
れ　

本
人

（
30
代
）

　

10
代
で
一
度
入
院
…
死
ぬ
思
い
で

治
療
し
、
30
代
の
子
育
て
、
39
歳
で

２
度
目
の
入
院
、
入
院
日
は
、
ま
る

え
ま
せ
ん
。

　

本
人
（
２
級
）
は
自
由
に
交
通
機

関
を
利
用
し
て
旅
行
等
し
て
社
会
の

一
員
と
し
て
動
き
ま
わ
れ
る
事
を
楽

し
み
に
し
て
居
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

厚
労
省
に
対
し
て
差
別
と
し
か
思

え
な
い
。
数
回
書
面
活
動
等
し
て
お

願
い
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
理

解
の
無
さ
に
立
腹
し
て
い
る
一
人
で

す
。
厚
労
省
関
係
の
方
々
は
、
家
族

等
に
障
害
を
持
っ
た
人
を
入
省
さ
せ

て
、精
神
障
害
の
家
族
、本
人
の
日
々

の
生
活
を
理
解
し
て
ほ
し
い
、
苦
し

み
も
味
わ
っ
て
下
さ
い
。
表
面
に
見

え
な
い
病
気
で
あ
る
が
ゆ
え
、
本
人

は
何
か
と
苦
労
し
て
生
き
て
い
ま

す
。

◆
福
井
県　

中
島
寛
二　

家
族
（
70

代
）

　

私
の
息
子
は
双
極
性
Ⅱ
型
で
す
が

最
近
腰
痛
を
訴
え
ま
す
。
一
般
の
病

院
（
内
科
、
整
形
外
科
）
を
受
診
し

ま
し
た
が
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
よ
く
、
う
つ
病
の
前
兆
症
状
で

お
腹
が
痛
い
、
腰
が
痛
い
と
訴
え
る

方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
心

因
性
の
鈍
痛
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

れ
を
緩
和
さ
せ
る
お
薬
っ
て
あ
り
ま

す
か
？

◆
福
岡
県　

中
井　

稔　

家
族
（
80

代
）

　

子
供
と
遊
ん
だ
こ
と
も
妻
に
や
さ

し
い
言
葉
を
か
け
た
こ
と
も
な
く
、

先
日
、
妻
を
死
な
せ
た
。

　

死
ぬ
数
日
前
、
ボ
ー
ド
に
「
お
ま

え
と
子
供
に
は
す
ま
な
か
っ
た
。
感

謝
し
て
い
る
」
と
書
い
た
の
を
見
せ

る
。

　

死
後
遺
品
の
処
分
中
、
妻
の
日
記

を
見
た
ら
、
苦
労
し
て
書
い
た
で
あ

ろ
う
乱
筆
で
「
主
人
の
反
省
文
を
見

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
書
い
て
あ
っ

た
。
78
歳
で
わ
か
じ
に

0

0

0

0

さ
せ
た
私
の

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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○○○○○○○○○みんなのわ○○

で
読
め
な
か
っ
た
け
ど
本
は
、
私
の

宝
物
で
す
。

　

人
生
の
リ
ハ
ビ
リ
…
お
休
み
と
思

い
、
大
切
な
人
達
の
た
め
に
退
院
出

　
「
読
者
の
皆
様
へ
」

　
当
会
で
は
本
誌
内
容
に
つ
い
て
、
執
筆

者
へ
の
直
接
の
お
取
り
次
ぎ
は
致
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
ご

感
想
等
は
、
投
稿
と
し
て
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、「
み
ん
な
の
わ
」

コ
ー
ナ
ー
に
お
送
り
い
た
だ
い
た
各
種
文

書
、
作
品
等
は
原
則
と
し
て
お
返
し
致
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆茨城県　TONTOKO　本人（60 代）

来
る
ま
で
治
療
に
は
げ
み
ま
す
。
生

き
て
い
る
、風
に
な
れ
な
か
っ
た
私
、

人
で
い
る
た
め
に
戦
い
ま
す
!!

　
　

詩
・
そ
の
他　
　

◆
島
根
県　

庄
野
雄
二　

本
人
（
40

代
）

　　

生
き
る
限
り

楽
し
い
一
時
は
心
輝
い
て
…

苦
し
い
思
い
を
す
る
時
は

歯
を
食
い
し
ば
る

生
き
て
い
る
限
り

煌き
ら

め
い
て
い
た
い
こ
の
頃
さ
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■
先
日
、
友
人
と
そ
の
子
ど

も
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
障
が
い
の
あ
る
子
が

い
て
、
上
の
子
が
し
っ
か
り

面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
自
分
が
子
ど
も
の

時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
子
ど
も
の
時
に
障

が
い
者
に
つ
い
て
よ
く
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

の
小
中
学
校
に
は
特
殊
学
級

な
ど
も
な
く
、
障
が
い
者
と

の
関
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
あ
の
時
、
障
が
い
者

と
会
う
機
会
や
教
え
て
も
ら

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

早
く
か
ら
障
が
い
者
の
こ
と

や
精
神
疾
患
の
こ
と
を
理
解

し
て
良
い
大
人
に
な
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
は
、
障

が
い
者
の
こ
と
を
知
ら
ず
に

幼
少
時
代
を
過
ご
し
て
い
た

こ
と
を
恥
ず
か
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　

み
ん
な
ね
っ
と
の
事
務
局

に
勤
め
て
１
年
弱
に
な
り
ま

す
が
、
精
神
障
が
い
や
精
神

疾
患
に
つ
い
て
社
会
で
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
日
々
感
じ
て

お
り
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た

ち
が
、
私
の
よ
う
に
大
人
に

な
っ
て
か
ら
恥
ず
か
し
い
思

い
を
し
な
い
た
め
に
も
、
障

が
い
者
や
精
神
疾
患
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
時
か
ら
理
解

し
て
い
る
よ
う
な
社
会
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
幼
少
時
代
に
知
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
分
、

障
が
い
者
の
こ
と
や
精
神
疾

患
の
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
知
識
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
鈴
木
）



 

 
 



 

 
 


